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ブレヒトの教育劇 

－ 観客に思考を求めた演劇作家の問題意識と作劇の技法 － 
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ケースメソッド教育を議論するとき、しばしば「非指示的な教育」という言葉が持ち出さ

れる。学んでいる本人が自分と向き合い、自分から考えて何らかの気づきや学びを得るよう

に仕向ける教育を「非指示的な教育」と呼ぶのである。 

 

確かにケースメソッドによるディスカッション授業には、非指示的に学びを促す側面があ10 

るのだが、非指示的な教育行為を通して人に「学び」を求めてきたものは、何もケースメソ

ッドに限った話ではあるまい。古今東西を見渡してその一例を挙げようとするならば、叙事

的演劇、あるいは教育劇で知られる演劇作家ブレヒト（Eugen Berthold Friedrich 

Brecht,1898-1956）の試みも、それに該当するもののひとつと言えよう。1 
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ブレヒト・その人物像と作品 

 

－ 反俗的精神の芽生え － 
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ベルトルト・ブレヒトは、資本主義社会で阻害された人間の覚醒を求めたドイツの作家で

ある。1898年にアウグスブルグで生まれた彼は、高校時代に第一次世界大戦の勃発を体験し

た。それまでは愛国主義的な詩を書いていたブレヒトは、美化された愛国主義に次第に懐疑

                                                  
1このノートは慶應義塾大学ビジネス・スクール博士・修士課程併設科目「ケースメソッド教授法特論」の教材とするために､

竹内伸一と大倉由利子（ともにケースメソッド教育研究所）が作成した。（2004.11） 


